
福岡県におけるワンヘルスの取組み

福岡県保健医療介護部生活衛生課
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ワンヘルスの経緯（１）

・２００４年 WCS （野生生物保護協会）

マンハッタン原則「Ｏｎｅ Ｗｏｒｌｄ，Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ」制定

・２０１０年 日本獣医師会 活動指針を制定

「動物と人の健康は一つ。そして、それは地球の願い。」

・２０１２年 ＷＭＡ（世界医師会）とＷＶＡ（世界獣医師会）

ワンヘルス推進の覚書を調印

・２０１３年 日本医師会と日本獣医師会

ワンヘルス推進のための学術協定を調印
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ワンヘルスの経緯（２）

・２０１５年 第１回ＷＶＡ-ＷＭＡ“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”に関する国際会議（スペイン）

・２０１６年 第２回ＷＶＡ-ＷＭＡ“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”に関する国際会議（北九州市）

ワンヘルスの理念に基づき行動し、実践するための「福岡宣言」

を採択
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第２回“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”国際会議の様子

リーガロイヤル
ホテル小倉
（北九州市）
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31か国約600人が参加



「福岡宣言」とは

“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”国際会議において、人と動物の共通感染症、薬剤耐性菌対

策等を含む“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”に関する重要な課題について、情報交換と有効

な対策の検討を行い、評価すべき成果を収めたことを踏まえ、“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”

の概念を検証し認識する段階から“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”の概念に基づき実践する段

階に向けて、医師と獣医師が協力して取り組む４項目からなる。

１．人と動物の共通感染症予防のための情報交換と研究体制の整備

２．人と動物の医療において重要な抗菌薬の責任ある使用

３． “Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”の理念の理解と実践を含む医学・獣医学教育の改善

４．健全で安心な社会の構築に係る全ての課題解決のための協力
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「福岡宣言」及び調印した４団体代表者

ザビエル・ドォー元世界医師会長

藏内勇夫日本獣医師会会長

ジョンソン・チャン次期世界獣医師会長

横倉義武日本医師会会長
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福岡県におけるワンヘルスの取組（１）

• ２０１２年 世界医師会と世界獣

医師会が“One Health”覚書

• ２０１３年 日本医師会と日本獣

医師会が学術協力の協定

• ２０１３年 福岡県医師会と福岡

県獣医師会が学術協力の協定

• ２０１５年 第１回“One Health”国

際会議（スペイン）

• ２０１６年 第２回“One Health”国際

会議（北九州市）で福岡宣言採択
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“One Health”の経過

• ２０１４年 「共通感染症における

医療と獣医療の連携推進事業」を

開始

• ２０１８年 福岡県“One Health”推

進庁内連絡会議を設置

• ２０１９年 福岡県“One Health”推

進協議会を設置

福岡県の取組経過



福岡県における“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”の取組（２）

①共通感染症発生状況等調査

・愛玩動物等における病原体保有状況等を広くモニタリングし、その結

果を医療分野に情報提供し、共通感染症のまん延防止に寄与

②共通感染症対策訓練

・狂犬病の県内発生を想定した机上訓練、実動訓練等を実施

③シンポジウム

・人と動物の共通感染症に関するシンポジウムを毎年開催
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「共通感染症における医療と獣医療の連係推進事業」（２０１４年から開始）



○ 病原体保有状況調査
・福岡県獣医師会から推薦を受けた動物病院において検体を採取し、県保健環境研究所で検査を実施

○ アンケート調査
・福岡県医師会、福岡県臨床皮膚科医会及び福岡県獣医師会の協力の上、県内医療機関で調査を実施

○ 対象疾病等

対象疾病 対象 調査期間 調査数（内訳） 結果

病
原
体
調
査

食中毒菌による感染症 犬及び猫の糞便 H26-28年度
156検体

（犬87、猫69）
検出率３０％弱
検出菌は主に大腸菌

パスツレラ
犬及び猫の
口腔ぬぐい液

H27-28年度
77検体

（犬29、猫48）
検出率５０％程度

トキソプラズマ感染症
猫ひっかき病

猫の血液 H27-28年度 42検体
トキソプラズマ陽性：１件
猫ひっかき病感染疑い：１件

重症熱性血小板減少症候群
（ＳＦＴＳ）

マダニ H26-28年度
135検体

未検出
（犬71、猫1、不明2）

日本紅班熱 （犬、猫） H27-28年度
94検体

（犬48、猫1）
未検出

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

皮膚糸状菌症

皮膚糸状菌症の
罹患が疑われる

又は
診断された犬及び猫

H27-28年度

動物病院107件
（飼い主等）

医療機関167件
（医師91、患者76）

○動物病院
皮膚糸状菌症の犬１６％、猫４
７％の飼い主に症状有り
○医療機関
皮膚糸状菌症患者が接触した
犬３８％、猫５４％に症状有り ９

共通感染症発生状況等調査事業



10



11
厚生労働省ホームページより引用
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知っていますか？ 狂犬病のこと

○ 世界で年間５万人以上が、狂犬病で亡くなっている

○ 狂犬病は、日本など一部の国々を除き、世界中で発生している

○ 狂犬病を発症すると、ほぼ１００％死亡する



○ 日時 平成29年2月16日 入場者数 122名

○ 参加機関 県医師会、県獣医師会、保健所、警察署、市町村

○ 実施内容
・ シーン１ ：咬傷事故の発生から飼主の特定まで
・ シーン２ ：咬傷犬の狂犬病鑑定及び飼主への聞取調査
・ シーン３ ：致死処分決定から確定診断の依頼まで
・ シーン４ ：現地対策班における狂犬病まん延防止対策
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狂犬病発生時対応（実働訓練）
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福岡県ワンヘルス連携シンポジウム

【目的】 医療・獣医療等関係者の連携強化 ワンヘルスの理念を広く県民に周知

H26年度から開催してきた「人と動物の共通感染症シンポジウム」をH30年度から「ワンへルス」にテーマを拡げ
開催

●H30年度 【テーマ】狂犬病

◆ 基調講演
演題 ：世界における狂犬病対策とワンヘルス・アプローチ
国立感染症研究所獣医科学部第二室長 井上智先生

◆ パネルディスカッション
テーマ ：台湾、韓国、日本における狂犬病の現状とワンヘルス
パネラー ：医師、獣医師（日本、台湾、韓国）、行政（福岡県）

●R1年度 【テーマ】環境の変化（外来生物、生物多様性等）に伴う感染症について

◆基調講演（講師 国立環境研究所 五箇公一先生）
◆パネルディスカッション

テーマ：「人と動物の共通感染症を考える～蚊やダニが媒介する感染症の実態～」
パネラー ：医師、獣医師、研究者（五箇先生）、検疫所（厚生労働省）、行政（福岡県）
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【目的】ワンヘルスの考えを県民により身近に感じ、理解してもらう

酒井日本獣医師会顧問らによる３つの講演 を WEB配信

セラピー犬との語らい体験、セラピー犬とお散歩

はかた地どりを使った食育ワークショップ

※ 新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から
関係者のみの参加限定（展示を除く）

ワンへルスに関する展示 など

２０２０年１０月３日 九州芸文館

１０月５日 朝日新聞 食育ワークショップ

ワンへルスに関する展示

ワンへルスフェスティバル２０２０
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福岡県“One Health”国際フォーラム２０２１

新型コロナウイルス感染症の世界的な感染拡大を踏まえ、「ワンヘルス」に係る課題
を各分野の関係者で共有し、世界へ発信する場として開催。

基
調
講
演

「世界における新型コロナウイルス感染症の現状と対策」 茅野医官 （WHO 健康開発総合研究センター）

「ワンヘルスの観点からみた新型コロナウイルス感染症の現状と対策」 横倉名誉会長
（公益社団法人 日本医師会）

「新型コロナウイルス感染症の感染拡大を踏まえたワンヘルスの今後の展望」 藏内会長
（公益社団法人 日本獣医師会）

「新型コロナウイルス：これまでにわかったこと」 河岡 感染症国際研究センター長
（東京大学医科学研究所）

「新型コロナウイルス感染症に関する現状と課題」 大曲 国際感染症センター長
（国立国際医療研究センター）

特
別
講
演

分
科
会

（１）人と動物の共通感染症分科会
（２）薬剤耐性（ＡＭＲ）対策分科会
（３）ワンヘルスの取組み分科会

国内外33名の専門家が、
30の講演、3つの総合討論、2つの意見交換に参加
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福岡県ワンヘルス推進基本条例
（令和３年１月５日公布・施行）

〇ワンヘルスの理念に沿って、県や市町村、医師や獣医師、

医療関係団体が果たす役割

〇ワンヘルスを実践していくための基本方針
・人と動物の共通感染症対策

・薬剤耐性菌対策（薬剤の適正使用と管理）

・環境保護

・人と動物との共生社会づくり

・健康づくり

・環境と人と動物のより良き関係づくり

〇ワンヘルスを実践していくための拠点形成等 18



ワ
ン
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
主
な
施
策

・環境保全型農業の推進
・農薬適正使用
・家畜の健康推進
・動物用医薬品適正使用
・野生鳥獣に関する情報発信

・人と動物の共通感染症対策
・食品の安全確保
・愛護動物の健康推進
・医療体制の整備
・医薬品等の適正使用
・保健・環境に関する試験・研究
・家畜・家禽食肉の疾病排除

・地球環境の保全
・地球温暖化対策
・生物多様性の保全
・自然環境の保全

ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
庁
内
連
絡
会
議

ワンヘルスの理念の理解を推進

農林水産部委員
・食の安全・地産地消課
・畜産課

環境部委員
・環境保全課
・自然環境課

県
民

医
師
会
・
獣
医
師
会
等

情報
発信

調整

情報
発信議

長

生
活
衛
生
課
長

（情報共有・提供）

（情報共有・提供）

分野横断的な連携

分野横断的課題

分野横断的課題

施策の実施

施策の実施

施策の実施

連
携

連
携

保健医療介護部委員
・がん感染症疾病対策課
・生活衛生課
・医療指導課
・薬務課
・保健環境研究所
・食肉衛生検査所

連
携

連
携

調整

調整

「福岡県“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”推進庁内連絡会議」の設置（平成30年度）
（３部８課２所）
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福岡県“One Health”推進協議会

（令和元年度～）

○医師会・獣医師会

○有識者（感染症・微生物・畜産・環境・

教育・食品衛生・愛護動物）

○行政（環境省・福岡県・北九州市）

○オブザーバー

助言

報告

（連絡・調整）

✔ワンヘルスの理念の周知
✔共通感染症対策
✔家畜伝染病対策
✔薬剤耐性対策
✔食の安全確保対策
✔環境由来健康被害対策
✔生物多様性保全対策・・・etc．

福岡県“One Health”推進庁内連絡会議
（平成30年度～）

○県庁内３部８課２事業所

人

1

動物環境

ＯｎｅＨｅａｌｔｈ

事 務 局
（福岡県保健医療介護部生活衛生課）

ワンヘルス連携シンポジウム、フェスティバル

ワンヘルス国際フォーラム

（連絡・調整）

（連携）（連携）

福岡県における“Ｏｎｅ Ｈｅａｌｔｈ”推進体制の構築について

20


